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「マナーを守った節度ある応援」及び「鳴り物による応援」の 
在り方について（通知） 

 

 標記の件について、本年 3 月開催の審判⾧会議において競技者必携の改正に併せ説明

を行ったところでありますが、過剰な取り扱い及び看過している事例が見受けられます。 

つきましては、再統一を図るべく、以下のとおり通知しますので、各支部におかれまし

ては、マナーを守った節度ある応援について、遺漏のないよう審判員及び所属チームへ

の周知・伝達をお願い申し上げます。 

記 

【マナーを守った節度ある応援について】2025 競技者必携 P8 参照 
・応援は自チーム全体を励ますのがマナー 
・対戦相手チームの投手や選手にことさらにプレッシャーをかけるような応援は慎む 
・懸命なプレイや素晴らしいプレイには、自チーム、相手チームに関係なく、大きな称

賛を送る 
 

【鳴り物を使っての応援について】 
・鳴り物の使用を禁止している試合会場及び大会等においては、一切使用できない 
・鳴り物を使っての応援は、自チームの攻撃時のみとする 
・鳴り物による応援や演奏ができるのは、各イニング球審の「プレイ」以降 
・第 3 アウトが成立した時点で、鳴り物による応援や演奏をやめる 

 
【誤った取扱い事例】 

・自チームの攻撃中、ベンチ外からの鳴り物による応援に際し、審判員が「投手が投手
板についたら応援をやめるよう注意」を行った。 
⇒審判員の誤認であり、自チームの攻撃中の鳴り物による応援は OK 

・自チームの守備中に投手に対し、鳴り物による応援を行った。 
⇒NO、鳴り物による応援は攻撃中のみに限定 

・給水タイム中に鳴り物・声・拍手による声援を行った事例 
  ⇒NO、給水タイム中は一切の応援を中止し、水分補給や休息に充てる 



声援 ○ （※１） 声援 ○ （※１） 

鳴り物 × 鳴り物 ○ （※２） 

応援の 

種類 

ベンチ内 ベンチ外 

【その他留意事項】 
・抽選会や代表者会議において、チーム代表者等への確実な伝達をお願いします。 
・「特別グラウンドルール」を定める場合と同様に、大会主催者及び審判員相互で鳴り

物による応援についても十分な事前打ち合わせを行い、制限する場合には、攻守決定
時に確実に伝達をお願いします。 

・チームや指導者等からのお尋ねに際しては、規則書、競技者必携、野球審判員マニュ
アル等の根拠を明示したうえでのご回答をお願いします。 

 
 

節度ある応援及び応援時のマナーについて（2025 競技者必携 P8 要約） 

 

 

 

 

 

 

 

※１ ただし、投手が投手板に触れて投球位置についたら、投手の動揺を誘うような

大きな声を発しないこと。＜競技者必携２０２５ P５７⑧＞ 

※２ ただし、自チームの攻撃時のみとする。また、会場によっては鳴り物応援自体

を禁止されている（周囲への騒音問題等）会場もあることから、実施するチーム

はあらかじめ要項又は大会主催者に確認すること。 

【応援の開始・終了時期】 

応援や演奏が開始できるのは各イニングの球審の「プレイ」以降であり、３アウト

になった時点で応援や演奏をやめる。 

【懸命なプレイ等に対して】 

自チーム、相手チーム問わず、懸命なプレイや素晴らしいプレイには、大きな称賛

を送る。 

問合せ先 
熊本県軟式野球連盟審判部 
 審判部⾧ 髙木 090-8407-7889 
 事務局⾧ 隈部 090-2393-7636 


